
 

業  種 バス 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用 

テ ー マ 「洪水・土砂ハザードマップ」等の有効な活用 

取組の狙い 異常気象、台風、地震に備え「洪水・土砂ハザードマップ」「土砂・洪水災

害対応マニュアル」を整備し、事故の未然防止に活用 

具体的内容 ① 以前は防災に関する資料は揃っていたものの、集約されておらず、活

用されていなかった。 

② 運行路線の危険箇所（注意情報）に関して、各市町村の防災担当部署

より改めて情報を収集。過去の災害を整理した上で、自社におけるリ

スクに対応した「洪水・土砂ハザードマップ」及び「土砂・洪水災害

対応マニュアル」を作成し、全部署に掲示するなど、注意喚起を徹底

した。 

③ 警戒警報が発令される前に、土砂・洪水等の発生する可能性を検討し、

特に危険性が高いと判断される事案に関しては、直ちに全営業所へ情

報を展開している。 

  

【洪水・土砂ハザードマップ】 

 

 

【土砂・洪水災害対応マニュアル】 



 

 

 

 

取組の効果  安全対策会議に於いて、「洪水・土砂ハザードマップ」「土砂・洪水災害

対応マニュアル」を活用することで、スムーズな迂回、運行停止の指示が

できるようになり、事故の未然防止につながっている。 
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